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ふ
る
さ
と
回
帰
同
窓
会
開
催
助
成

 

３
月
末
で
制
度
が
終
了
し
ま
す

　
定
住
促
進
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
回
帰

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
市
内
開

催
の
同
窓
会
に
助
成
し
て
き
ま
し
た

が
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
４
月
１
日
以
降
に
開

催
さ
れ
る
同
窓
会
は
助
成
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

定
住
対
策
室
（
☎
�
０
２
８
２
）

 

緊
急
経
済
対
策
資
金
利
子
補
給
制
度

利
子
補
給
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
、
制
度
融
資
に
対
す
る
利
子
補
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
…
①
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
に
貸
付
決
定
さ
れ
た
、
高
梁
市
中

小
企
業
振
興
資
金
保
証
融
資
制
度
に

よ
る
運
転
資
金
に
対
す
る
融
資

②
資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が

３
０
０
０
万
円
以
下
の
法
人
で
、
従

業
員
数
が
２
０
０
人
（
商
業
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）
以
下
の
法
人

お
よ
び
個
人
で
あ
る
こ
と

▼
内
容
…
①
利
子
補
給
期
間
は
最
初

の
利
子
支
払
い
月
か
ら
24
カ
月
以
内

②
利
子
補
給
額
は
平
成
24
年
度
内
に

支
払
わ
れ
た
利
子
の
２
分
の
１
以
内

※
申
請
は
３
月
末
ま
で
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
（
☎
�
０
２
２
９
）

遊びにおいでよ！ ゆう・ゆうひろば

オープンスペース　毎週金曜日
　　　　　　　　　　 午前10時～11時30分

　　　　　 5 日「お友だちと遊ぼう」
　　　　　12日「ぽかぽか春だよ」
　　　　　19日「赤ちゃんタイム」
　　　　　26日「もうすぐこどもの日」

場  所 子育て支援センター
    　  （順正高等看護福祉専門学校２号棟）

子育て支援センター（☎�２４５０）
　子ども課（☎�０２８８）　就学前の子どもたちと保護者の交流の場

サロン 毎週月～金曜日（祝日除く） 
         　午前10時～午後４時

４月

 

新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会

　
市
は
、
４
月
か
ら
市
内
企
業
（
自

営
業
を
含
む
）
や
官
公
庁
等
に
勤
め

る
新
規
学
卒
者
を
対
象
に
激
励
会
を

行
い
ま
す
。
該
当
者
が
い
る
事
業
者

は
３
月
29
日
㈮
ま
で
に
商
工
観
光
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
４
月
15
日
㈪
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時

▼
会
場
…
総
合
文
化
会
館

商
工
観
光
課
（
☎
�
０
２
２
９
）

該
当
者
が
い
れ
ば
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

 

国
保
高
齢
受
給
者
証（
白
色
）

 

新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

（
白
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
己
負

担
割
合
が
４
月
１
日
以
降
も
据
え
置

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
「
２
割
（
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」

負
担
の
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
「
１

割
」
と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
使
っ
て
い
る
受
給
者
証
は
、

４
月
以
降
に
保
険
課
ま
た
は
各
地
域

局
、
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
３
割
」
と
記
載
さ
れ
た

受
給
者
証
は
、
引
き
続
き
有
効
期
限

ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

保
険
課
（
☎
�
０
２
５
８
）

　国民年金は、すべての公的年金の基礎となる
もので、日本国内に住む２０歳から６０歳まで
の人は加入しなければなりません。
　届け出は２０歳になったときだけでなく、結
婚や就職・転職などで種別が変わったときにも
必要です。
　この種別変更の届け出を忘れると、将来年金
が受けられなくなったり、受給額が減額される
ことがあります。

  ～国民年金～　こんなときは所在地市町村への届け出が必要です 市民課（☎�０２５２）
　日本年金機構高梁年金事務所（☎�０５７２）　

必要なもの

・印鑑

・健康保険、
共済保険資
格喪失証明書
・印鑑
・年金手帳

年金種別

第1号被保険者

第２号被保険者
→第１号被保険者

第３号被保険者
→第１号被保険者

届け出が必要なとき
①２０歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く）

②退職等により被保険者本人が厚
生年金・共済年金を脱退したとき
③配偶者に扶養されていて、その
配偶者が厚生年金・共済年金をや
めたとき

 

ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま

積
極
的
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　
岡
山
県
は
、
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐

車
場
（
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
）

を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、「
ほ
っ
と
パ
ー
キ

ン
グ
お
か
や
ま
」
駐
車
場
利
用
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
障
害
の
あ
る
人
な

ど
、
歩
行
が
困
難
な
人
に
利
用
証
を

交
付
し
、
公
共
施
設
や
病
院
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
あ
る
身
体
障
害
者
等
用

駐
車
場
の
適
正
利
用
を
図
る
も
の
で

す
。

　
各
種
施
設
管
理
者
の
皆
さ
ん
に
は

制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的

な
協
力
施
設
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
協
力
施
設
の
登
録
に
は
、

申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
申
出

書
は
、
県
庁
障
害
福
祉
課
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.pref.okayam

a.
jp/page/detail-85383.htm

l

）

福
祉
課
（
☎
�
０
２
８
４
）

家族相談日 18日㈭、23日㈫     

情報コーナー

保育士への相談やファミリーサポート
事業の申し込み等は、午前８時30分
から午後５時15分まで対応します。
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高
梁
の
文
化
収
蔵
品

　

平
成
25
年
３
月
１
日
に
「
備
中
松
山

藩
校
有
終
館
蔵
書
」
４
０
０
３
冊
が
岡

山
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
蔵
書
は
そ
の
名
前
の
と
お
り
、
備

中
松
山
藩
の
藩
校
「
有
終
館
」
の
蔵
書

で
、
主
に
は
有
終
館
で
使
用
さ
れ
て
い

た
教
科
書
で
す
。

　

有
終
館
は
備
中
松
山
藩
主
で
あ
っ
た

板
倉
勝か
つ

澄ず
み

が
延
享
３
（
１
７
４
６
）
年

に
藩
士
子
弟
教
育
の
た
め
学
問
所
を
創

設
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
寛
政
年
間
に

校
名
が
有
終
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有

終
館
（
現
高
梁
幼
稚
園
）
は
、
山
田
方

谷
が
学
頭
を
務
め
た
ほ
か
、
三み

島し
ま

中ち
ゅ
う

洲し
ゅ
う

や
川か
わ

田た

甕お
う

江こ
う

な
ど
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
ま
し
た
。

　

有
終
館
で
は
、
四
書
五
経
・
十
八
史

略
・
大
日
本
史
・
資
治
通
鑑
な
ど
の
素

読
か
ら
輪
読
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
も

こ
れ
ら
儒
学
書
・
歴
史
書
・
詩
文
集
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
文
久
元

（
１
８
６
１
）
年
の
学
制
改
革
に
よ
り

「
西
洋
ノ
学
術
」
も
採
用
さ
れ
、
西
洋

の
地
理
・
歴
史
・
制
度
・
兵
学
に
関
す

る
書
籍
も
含
ま
れ
て
お
り
、
幕
末
の
有

終
館
の
教
育
目
的
を
よ
く
反
映
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
３
月
１
日
に
岡
山
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
備
中
松
山
藩
校
有
終
館
蔵
書
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
（
☎
㉑
１
５
１
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
梁
中
央
図
書
館
（
☎
㉒
２
９
１
２
）

　

　

蔵
書
は
、
天
保
期
の
火
災
に
よ
っ
て

大
半
が
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
、
現
存

す
る
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
火
災
以
降

に
収
集
・
整
備
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
廃
藩
後
、
蔵
書
は
各
地
に
移
管

さ
れ
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
高
梁

中
央
図
書
館
や
個
人
に
引
き
継
が
れ
た

も
の
が
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
蔵
書
は
、
藩
校
の
蔵
書
と

し
て
は
県
内
で
最
も
多
く
残
っ
て
お

り
、
内
容
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、
岡
山

県
に
お
け
る
近
世
教
育
を
研
究
す
る
上

で
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
、
山
田
方
谷

が
収
集
・
購
入
に
関
与
し
た
と
思
わ
れ

る
蔵
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
方
谷
の
思

想
な
ど
を
研
究
す
る
上
で
も
重
要
で
あ

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
蔵
書
が
収
納
さ
れ
て
い
た
木

製
の
本
箱
44
函は
こ

と
こ
れ
と
は
別
の
本
箱

蓋ふ
た

５
枚
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
領
民
か
ら
献
納
さ
れ
た
旨
の
墨
書
き

や
蔵
書
収
納
の
た
め
の
符
号
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
蔵
書
の
形

成
過
程
や
収
納
状
況
な
ど
を
知
る
上
で

貴
重
な
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
蔵
書
と

と
も
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
の
正
式
名
称
は
「
備
中
松
山
藩

校
有
終
館
蔵
書　

附
つ
け
た
り 

本
箱
・
本
箱
蓋ふ
た

」

で
す
。

藩校有終館跡（現高梁幼稚園）

洋学に関する蔵書

山田方谷が購入した旨が川田甕江によって墨書きされている蔵書


